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施策名 110100 子育て施策の総合的な推進

SDGｓ
（関連性のある

GOAL）
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の人に健康
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４　質の高
い教育をみ
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５　ジェン
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実現しよう

１１　住み
続けられる
まちづくり

を

Ⅰ未来をはぐくむあたたかいまち

基本政策 Ⅰ－１子育て安心

令和 6年度

基本目標

所管部長 子ども家庭部長　 所管課長 子ども政策課長　

関連所管 保育運営課　支援課　子育て支援課　援助課　保護課、教育委員会、健康推進課　他

施策概要（「基本計画2025」） 施策のアウトカムイメージ

【概要（目標）】

子育て世帯を中心とするファミリー層に住みたいまちとして選
んでもらえるよう、魅力ある子育て支援を計画的に推進する。



【関係課または区以外の主体が施策実現に果たす役割】

区民一人ひとりが未来を担う子どもをはぐくむという意識をも
つ。



【主な取り組み】

板橋区次世代育成推進行動計画「いたばし子ども未来応援宣言
2025」（以下、応援宣言）の実施計画（令和４～７年度）にお
ける重点的な取組

　Ⅰ「切れ目なく子育て家庭を支え、その暮らしを豊かにしま
す」Ⅱ「すべての子どもが取り残されず、夢と希望をもって成
長します」Ⅲ「魅力と交流の創出で若者の社会的自立と活躍を
応援します」


〇応援宣言の基本理念

　「いたばしで未来の大人が育っています

　　～みんなの力で人づくり・まちづくり～」

〇応援宣言の基本目標

　Ⅰ「安心して妊娠・出産、子育てできるまち」

　Ⅱ「子どもの健康と安全が守られるまち」

　Ⅲ「すべての子どもが健やかに育つまち」

　Ⅳ「豊かな人間性と生きる力を育成するまち」

　Ⅴ「子育てでみんなが協力するまち」

区分 指標名 単位
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 目標値

実績 実績 実績 計画 目標年度

施策指標

① 応援宣言の進捗状況
％ 76.0 87.0

② 子育てしやすいと感じる人の割合
％ 40.0

87.5 90.0 100.0

達成率(%) 76.0 87.0 87.5 90.0 令和 7年度

0.0 40.6 0.0 ⇗　 　

達成率(%) ―　 　 ―　 　 ―　 　 ―　 　 令和 7年度

③
子育てしやすいと感じる人の割合（わか
らない・無回答を除く）

％ 90.2 0.0 89.2 0.0 ⇗　 　

達成率(%) ―　 　 ―　 　 ―　 　 ―　 　 令和 7年度

④
子育てしやすいと感じる人の割合（中学
生以下の子どもと同居世帯）

％ 69.7 0.0 74.5 0.0 ⇗　 　

達成率(%) ―　 　 ―　 　 ―　 　 ―　 　 令和 7年度

⑤
達成率(%)

特記事項

①は応援宣言における重点事業において、「達成」又は「順調」と評価した事業の割合。

②～④は、隔年で調査している区民意識意向調査の結果。

年　度 単位 令和 3年度 決算 令和 4年度 決算 令和 5年度 予算 令和 5年度 決算 令和 6年度 予算

フルコスト 千円 629,106 723,529 757,585 717,776 973,820

事業費 千円 550,069 632,120 664,989 625,180 881,224

特
定
財
源

国庫支出金 千円 0 169 2,836

特別区債 千円 0 0

1,061 20,616

都支出金 千円 1,618 20,425 18,843 31,475 35,936

0

受益者負担 千円 0 0 0 0 0

4,026 5,223 12,446 6,908

0 0

16,624

一般財源 千円 544,425 606,303 630,864 585,736 808,048

その他 千円

人件費合計 千円 79,037 91,409 92,596 92,596 92,596

経費 千円 0 0 0 0 0

フルコストの増減理由

事業費は、応援宣言を推進する事務局である子ども政策課の事業費であり、主な増減理由は、社会的養護経験者（ケアリー
バー）支援の事業拡大や、児童館・保育園の老朽化に伴う維持改修・緊急工事・小破修理の件数による。

施策に関連性のあるSDGsの17のGOALを表記してい
ます。

「基本計画2025」における位置づけを示しています。当該施策
が属する基本目標、基本政策を表記しています。

『施策概要』では、「基本計画2025」
で定めた施策の概要や主な取り組
み、区関係課又は区以外の各主体
が施策実現に果たす役割を記載し
ています。

『施策のアウトカムイメージ』では、
施策が目標とする成果や効果の達
成状態を記載しています。

施策の成果や効果の進捗状況を表す代表的な指標について、
年度ごとに数値化し、目標に対する達成割合も記載していま

事業費は、財源別（国庫支出金、都支出金、特別区債、受
益者負担、その他、一般財源）に一般会計の決算額、予算
額を年度ごとに記載しています（単位：千円）。

人件費は、当該施策を遂行するために携わった正規職員や再任用職員の
人員に、それぞれの平均人件費単価を乗じて算出しています（単位：千円）。
※退職手当引当金・共済費を含む。



【前回の評価結果への対応状況】

【一次評価】所管部長による評価

【二次評価】区の最終評価

施策名 110100 子育て施策の総合的な推進

前回の評価結果への対応状況
対応状況 -

前回の評価内容
評価標語／改善の方向性 -

-

-

[成果の分析] １.施策目標に対する成果（実績値）の推移
評価 順調

指標①の応援宣言の進捗状況においては上昇傾向にあり、施策目標に向けて順調に進捗している。

[成果の分析] ２.目標と成果にギャップがある場合の要因

[アウトカムの分析] 最終アウトカム（施策目標）を実現するための中間アウトカムは妥当か
評価 妥当

施策目標を達成するためには、魅力ある子育て支援を計画的に推進していくことが必要不可欠である。中間アウトカムであ
る「子育て環境の充実」「子育て支援拠点機能の充実」は、魅力ある子育て支援の推進に寄与するものであり、妥当であ
る。

[環境変化の分析] 環境変化への対応状況について（社会状況や区民ニーズに対応できたか）
評価 一部対応済

令和４年の児童福祉法改正に伴い、母子保健・児童福祉の両機能が一体的に相談支援を行うものとして、「こども家庭セン
ター機能」を令和６年４月１日に開始した。

[今後の展開方針] 施策の抱える課題を踏まえ、最終アウトカムの実現に向けて、施策をどう展開していくか

評価評語／改善の方向性 《概ね順調／工夫して継続》

「いたばし子ども未来応援宣言」の第２編「子ども・子育て支援事業計画」及び第３編「社会的養育推進計画」の策定にあ
たっては、次期基本計画との整合を図りながら施策の検討を行うこと。また今後の人口動態の変化に伴う保育・教育の必要
供給量を見定め、安心・安全で魅力ある子育て施策を進めること。
　児童館のあり方や、i-youthとの連携については、教育委員会と慎重に検討・整理を行うこと。また児童福祉施設の整
備、更新については、今後のi-youthとの連携も想定しながら、計画的にＵＤ化、ＬＥＤ化に取り組むこと。

コロナ禍以降、出生数・就学前人口の大幅な減少が継続していることや、保育所の待機児ゼロを達成した一方で欠員が発生
していること、及び国の「誰でも通園制度」をはじめ、少子化対策にかかるプランなどを踏まえ、今年度、応援宣言の第２
編「子ども・子育て支援事業計画」及び第３編「社会的養育推進計画」を策定する中で、令和８年度以降の次期基本計画・
応援宣言を見据えながら、安心・安全で魅力ある子育て施策の方向性を検討していく。

前年度の二次評価結果について、評価標語や改善の方向性、評価内容を記載し
ています。
※前年度二次評価対象施策のみ実施

前年度の二次評価結果への対応状況について以下から選択し、その理由を
記載しています。
【対応状況】対応済、一部対応済、検討中、対応困難

『成果の分析』では、施策指標の目標値に対して成果（実績値）が上がっているかどうかを以下
から選択し、その理由及び評価しています。
【評価標語】順調、概ね順調、停滞、達成、未達成

『アウトカムの分析』では、最終アウトカム（施策目標）を実現するための中間アウトカムは妥当
かどうかを以下から選択し、その理由及び評価しています。
【評価標語】妥当、概ね妥当、見直し

『二次評価』では、所管部長による「一次評価」を踏まえ、区の最終評価について、「評価標語」
及び「改善の方向性」を組合わせて評価しています。
【評価標語】順調、概ね順調、停滞、達成
【改善の方向性】工夫して継続、目標値・指標の見直し、事業手法の見直し、事業の廃止

『今後の展開方針』では、施策の抱える課題を踏まえ、施策が目指している成果（アウトカム）
に向けた今後の展開方針を記載しています。

『成果の分析』において、施策指標の成果（実績値）が目標値を下回っている（上回っている）場
合の具体的な要因について記載しています。

『環境変化の分析』では、周辺環境（法改正・社会状況等）の変化への対応状況について、以
下から選択しその理由や具体的内容を記載しています。
【評価標語】対応済、一部対応済、検討中、対応困難


